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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
続
き
、
「
国
の
審
議
状
況
」
と

し
て
、
中
央
新
幹
線
小
委
員
会
（
以
下
小

委
員
会
）
の
第　

回
、　

回
の
審
議
状
況

11

12

を
お
伝
え
し
ま
す
。
（
報
道
内
容
を
も
と

に
作
成
し
て
い
ま
す
）

　

今
回
は
、
今
ま
で
の
小
委
員
会
で
寄
せ

ら
れ
て
い
た
疑
問
の
解
消
に
向
け
た
説
明

や
第　

回
の
自
由
討
議
の
要
旨
の
確
認
な

10

ど
の
論
点
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
、
大
阪
ま
で
の
開
業
時
期

を
２
０
４
５
年
か
ら　

年
前
倒
し
た
場
合
、

10

経
済
成
長
率
が
１
％
と
仮
定
す
る
と
費
用

対
効
果
は
、
１
・　

倍
か
ら
１
・　

倍
に
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高
ま
る
と
の
分
析
結
果
が
示
さ
れ
、
こ
れ

を
受
け
て
小
委
員
会
で
は
、　

月
に
ま
と

12

め
る
予
定
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
、
東
京

―
大
阪
間
の
開
業
時
期
の
前
倒
し
を
提
言

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
金
子
専
務
か
ら
リ

ニ
ア
名
古
屋
駅
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
乗
り
換
え
の
利
便
性
を
高
め
て
リ

ニ
ア
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
東
海
道

新
幹
線
ホ
ー
ム
の
地
下　

ｍ
に
設
け
、
地
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上
７
ｍ
の
新
幹
線
ホ
ー
ム
と
の
高
低
差
約

　

ｍ
を
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ

30ー
で
結
ぶ
と
し
て
い
ま
す
。
３
分
〜
９
分

の
移
動
時
間
を
含
め
て
、　

分
あ
れ
ば
リ

15

ニ
ア
と
新
幹
線
と
の
乗
り
換
え
が
可
能
で
、

乗
り
換
え
時
間
を
含
め
て
も
、
東
京
―
大

阪
間
は
、
現
行
の
東
海
道
新
幹
線
よ
り
、

約　

分
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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さ
ら
に
、
小
委
員
会
と
し
て
リ
ニ
ア
が

社
会
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
有
識
者
を

対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
２
回
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
約
１
０
０
人
の
有
識
者
か
ら
回
答
が

あ
り
、
半
数
以
上
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
面

で
の
効
果
が
あ
る
と
し
、
技
術
面
で
は
、

高
速
鉄
道
技
術
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に

高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、　

％
が
人
口
の
都
市
へ
の
一
極
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集
中
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
悲
観
的
な
予

測
を
し
、
地
方
で
の
雇
用
の
創
出
や
福
祉

・
医
療
の
充
実
な
ど
、
一
極
集
中
を
回
避

す
る
た
め
の
様
々
な
対
応
策
も
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

リ
ニ
ア
整
備
効
果
と
し
て
有
識
者
が
挙

げ
た
創
出
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
新
た
な

需
要
の
う
ち
、
特
に
沿
線
地
域
に
影
響
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
部
、
抜
粋
し

ま
し
た
（
表
）。

　

第　

回
は
、
中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い

12

て
協
議
さ
れ
、
次
回
の　

回
小
委
員
会

13

（　

月
８
日
開
催
）
を
経
て
、　

回
小
委

12

14

員
会
（　

月　

日
）
で
公
表
さ
れ
る
こ
と

12

15

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
と
り
ま
と
め
に
は
、
費
用
対
効
果

な
ど
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
ル
ー
ト
（
Ｃ
ル
ー

ト
）
が
優
位
と
す
る
見
解
や
、
大
阪
ま
で

の
全
線
開
業
時
期
の
前
倒
し
の
提
言
を
付

帯
意
見
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
委
員
会
で
は
、
こ
の
中
間
と
り
ま
と

め
を
も
と
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
を
実
施
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、

来
春
に
も
国
土
交
通
大
臣
へ
答
申
す
る
見

込
み
で
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
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◆
第　

回
小
委
員
会
（　

月　

日
）

11

11

12

リニアによって創出される可能性のある新たな需要（抜粋）

農林水産業
・・需要場所、生産場所、研究場所のアクセス向上による高
い付加価値農業の実現
・・忙しい都会人向けの日帰り農村観光・体験型イベントの
増加

製造業・鉱業
・・地方の人材・労働力の積極的な活用
・・広域営業が可能になることによる受注増

卸売・小売業
・・人、物の移動時間短縮に伴う、各地方特産品産業の成長
・・地方部でも自立可能な卸売・小売ビジネスの創発

飲食店・宿泊業
・・首都圏の観光客増加
・・海外観光客の増加・訪問範囲の拡大

不動産業
・・沿線地域の開発の増加
・・二地域居住の促進

医療・福祉
・・医療・福祉従事者及び患者の移動頻度の増大
・・沿線における高齢者向け施設、療養施設の立地（見舞訪
問可能な圏域の拡大）
・・大手病院、大手福祉産業の地方部進出

教育・学習支援
・・優秀な教師・講師の移動時間短縮による地域教育の底上
げ
・・居住地分散による地方部での教育・学習ニーズの増加
・・大学連携、産官学連携の進展

サービス業
・・滞在可能時間拡大による需要の増加
・・停車駅地域でのイベントの増加（プロスポーツ、コンサ
ート等）
・・居住地分散による地方部でのサービス業ニーズの増加

◆
第　

回
小
委
員
会
（　

月　

日
）

12

11

24

Ｊ
Ｒ
東
海
リ
ニ
ア
有
料
試
乗
会
を
計
画

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
現
在
、
延
伸
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
山
梨
県
内
の
実
験
線
で
、

有
料
の
一
般
向
け
試
乗
会
を
始
め
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
当
市
か
ら
も
多
く
の
方
が

試
乗
会
に
参
加
さ
れ
、
リ
ニ
ア
の
ス
ピ

ー
ド
を
体
感
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
、
走
行
試
験
に
伴
い
、
試
乗
会
は
開
催

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

有
料
試
乗
会
（
料
金
未
定
）
は
、
広
く

一
般
向
け
に
、
約　

娃
に
延
伸
さ
れ
る
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実
験
線
で
実
施
さ
れ
、
新
型
試
験
車
両

「
Ｌ
０
（
エ
ル
・
ゼ
ロ
）
系
　

※　

」
に
よ
り
、

時
速
５
０
０
娃
が
体
験
で
き
ま
す
。

※新型試験車両「Ｌ０(エル・ゼロ)系」
資料提供：ＪＲ東海


